
A/Osaka/1/2009(H1N1)
A/Narita/1/2009(H1N1)

A/sw/HongKong/5212/99(H3N2)
A/HongKong/1774/99(H3N2)

A/California/06/2009(H1N1)

A/NewYork/2008(H3N2)
A/Sendai-H/F193/2007(H3N2)

A/NewJersey/06/2008(H1N1)
A/Canterbury/155/2001(H1N1)

A/sw/Anhui/01/2006(H3N8)
A/eq/Italy/1062/1991(H3N8

A/sw/Miyazaki/1/2006(H1N2)
A/sw/Saitama/1996(H1N2)

A/sw/Doetlingen/2005(H1N2)
A/sw/Spain/53207/2004(H1N1)

A/sw/Wedel/IDT2955/04(H1N1)
A/sw/Ratchaburi/2003(H1N1)

A/sw/Chonburi/2004(H1N1)

A/eq/Massachussetts/2003(H3N8)

A/HongKong/CUHK21582/2002(H3N2)
A/sw/Shizuoka/120/97(H3N2)

A/ck/Yokohama/aq45/2002(H9N2)
A/ck/Kobe/aq26/2001(H9N2)

A/pintail/Alberta/269/2001(H4N6)
A/dk/NY/13822/1995(H3N8)

A/HongKong/1179/99(H3N2)

A/sw/France/WVL13/1995(H1N1)
A/sw/Belgium/WVL5/1989(H1N1)

A/eq/LaPlata/93(H3N8)

A/sw/Ehime/1/1980(H1N2)

A/USSR/90/1977(H1N1)
A/FW/1/1950(H1N1)

A/eq/Kentucky/1a/1975(H7N7)
A/eq/Praque/1/56(H7N7)

A/Tokyo/3/67(H2N2)
A/Singapore/1/1957(H2N2)

A/eq/Miami/63(H3N8)

A/PuertoRico/8/34(H1N1)
A/WSN/1933(H1N1)

A/sw/1976/1931(H1N1)
A/sw/Iowa/15/1930(H1N1)

A/fowl/Dobson/1927(H7N7)
A/ck/Brescia/1902(H7N7)

A/Brevig_Mission/1/1918(H1N1)

A/ck/FPV/Weybridge(H7N7)

A/sw/Iowa/1/1986(H1N1)

A/sw/Shandong/nc/2005(H9N2)

A/sw/Zhejiang/1/2004(H1N2)
A/sw/Korea/C13/2008(H5N2)

A/sw/May/1954(H1N1)

A/HK/2108/2003(H9N2)

A/sw/Ontario/11112/04(H1N1)

A/Aichi/2/68(H3N2)

A/dk/HongKong/193/1977(H1N2)
A/ck/Uthaithani/2008(H5N1)

A/sw/Italy/2034/99(H1N1)

A/Mexico/4603/2009(H1N1)
A/California/04/2009(H1N1)
A/Kobe/1/2009(H1N1)

A/Finland/553/2009(H1N1)

0.000.100.200.30



MP遺伝子は、NAと同じくユーラシアブタ型インフルエンザウイルス由来。
MP遺伝子は、M1タンパク（膜タンパク）とM2タンパク（イオンチャンネル）の２つのタン
パクをコードしている。
M2タンパクの31番目のアミノ酸がセリン(S)からアスパラギン(N)に変異すると抗インフルエ
ンザ薬のアマンタジンとリマンタジンに対して耐性になることが知られている。
ユーラシア型M2遺伝子は、すでに、アマンタジン、リマンタジン耐性であり、新型インフル
エンザウイルスもアマンタジン、リマンタジンに対して耐性である。

MP遺伝子も、ヒトインフルエンザウイルスの世界では、初めての新しい系統である。
ユーラシアブタ型ウイルスのM1遺伝子は、1979年以前にユーラシアトリ型インフルエンザウイルス
から来たと考えられており、トリ型の性質を残している。

例えば、
121番目は、トリ型T（スレオニン）、ヒト型A（アラニン）であるが、新型H1N1は、T
115、137番目は、ソ連型(H1N1)はトリ型の性質を残しているが、
115番目は、トリ型V（バリン）、ヒト型 I（イソロイシン）であるが、新型H1N1は、T
137番目は、トリ型T（スレオニン）、ヒト型A（アラニン）であるが、新型H1N1は、T

ピンク：新型H1N1、水色：ユーラシアブタ型、黄色：北米ブタ型、紫色：ヒト型、緑色：トリ、ウマ型


